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1　遣唐使・遣渤海使の報告に見る唐の情勢（一）─『日本書紀』─

講
演
録遣

唐
使
・
遣
渤
海
使
の
報
告
に
見
る
唐
の
情
勢
（
一
）

─『
日
本
書
紀
』─

金
子 

修
一

要
旨

　
『
続
日
本
紀
』
及
び
『
日
本
後
紀
』
に
収
録
さ
れ
た
遣
唐
使
の
帰
朝
報
告
に
は
、
中
国
側
の
史
料
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
唐
の
貴
重
な
情
報
を
含
む
も
の

が
あ
る
。
一
方
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
六
五
九
年
発
遣
の
第
四
次
遣
唐
使
の
旅
行
記
に
相
当
す
る
「
伊
吉
博
徳
書
」
等
が
原
注
の
四
箇
所
に
分
載
さ
れ
て
い

る
。
従
来
「
伊
吉
博
徳
書
」
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
唐
の
百
済
征
討
に
関
わ
る
情
報
の
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
に
、
同
年
末
に
彼
等
の
長
安
に
幽
閉
さ
れ
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
彼
等
は
一
一
月
一
日
冬
至
、
す
な
わ
ち
一
九
年
に
一
度
の
朔
旦
冬
至
の
洛
陽
で
の
朝
会
に
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
唐
の

皇
帝
が
自
身
で
挙
行
し
た
冬
至
の
朝
賀
の
礼
に
関
す
る
唯
一
の
記
録
と
な
る
。
ま
た
、『
唐
会
要
』『
旧
唐
書
』『
資
治
通
鑑
』
等
の
記
述
を
参
照
す
る
と
、

彼
等
は
高
宗
の
并
州
（
太
原
）
巡
幸
中
に
長
安
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
第
四
次
遣
唐
使
に
対
す
る
唐
側
の
厳
し
い
対
応
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

彼
等
は
六
六
〇
年
九
月
に
解
放
さ
れ
、
一
一
月
に
は
洛
陽
で
百
済
の
義
慈
王
以
下
の
王
族
等
が
捕
虜
と
し
て
献
上
さ
れ
た
儀
礼
を
実
見
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
唐
代
の
献
俘
儀
礼
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
儀
礼
の
行
わ
れ
た
則
天
門
（
応
天
門
）
南
の
横
街
を
朝
堂
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
唐
の

洛
陽
の
朝
堂
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
唐
側
の
史
料
と
照
ら
し
な
が
ら
「
伊
吉
博
徳
書
」
を
検
討
す
る
と
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
唐
代
の
史
実
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
第
四
次
遣
唐
使　

伊
吉
博
徳
書　

朔
旦
冬
至　

献
俘
儀
礼　

朝
堂
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一　

は
じ
め
に

　
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
の
処
々
に
は
、
遣
唐
使
の
齎
し
た
唐
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
五

年
（
六
五
九
）
七
月
戊
寅
條
所
引
の
「
伊
吉
博
徳
書
」
に
は
、
同
年
七
月
に
発
遣
さ
れ
た
第
四
次
遣
唐
使

（
（
（

が
そ
の
年
（
唐
高
宗
・
顕
慶
四

年
）
の
一
二
月
に
、
翌
年
の
唐
の
百
済
征
討
を
前
に
長
安
で
幽
閉
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』
孝
謙
天
皇
・

天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
正
月
丙
寅
條
の
第
一
二
次
遣
唐
使
の
副
使
大
伴
古
麻
呂
の
上
奏
で
は
、
古
麻
呂
が
唐
の
朝
廷
で
新
羅
の
使
節

と
席
次
を
争
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
国
史
研
究
者
に
も
良
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
遣
唐
使
に
よ
る
唐
の
報
告
に
は
二
種
類
あ
り
、
一
つ
は
以
上
の
よ
う
な
日
本
の
遣
唐
使
自
体
に
関
わ
る
報
告
で
あ
る
。
い
ま

一
つ
は
「
唐
消
息
」
と
し
て
、
必
ず
し
も
遣
唐
使
自
体
に
は
関
係
し
な
い
純
粋
な
唐
の
情
勢
に
関
わ
る
報
告
で
あ
り
、『
続
日
本
紀
』
光

仁
天
皇
・
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
一
〇
月
乙
未
條
の
第
一
六
次
遣
唐
使
の
判
官
小
野
滋
野
の
上
奏
の
末
尾
に
簡
単
な
「
唐
消
息
」
が
あ
る

ほ
か
、『
日
本
後
紀
』
桓
武
天
皇
・
延
暦
二
四
年
（
八
〇
五
）
六
月
乙
巳
條
の
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
の
上
奏
に
は
、
か
な
り
詳
し
い
「
唐

消
息
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
（
（

。
ま
た
、
淳
仁
天
皇
・
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
一
二
月
戊
申
條
に
は
遣
渤
海
使
小
野
田
守
等
の
上
奏
と

し
て
「
唐
国
消
息
」
が
そ
の
ま
ま
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
安
史
の
乱
の
最
中
に
お
け
る
唐
の
情
勢
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
と
な
る
。
こ
う
し

た
事
柄
は
、
六
国
史
を
日
頃
用
い
て
い
る
日
本
史
の
研
究
者
に
は
常
識
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
遣
唐
使
や
遣
渤
海
使
の
報
告
に
見
ら

れ
る
唐
の
情
勢
に
つ
い
て
、
中
国
史
の
見
地
か
ら
全
般
的
に
検
討
し
た
先
行
研
究
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
考
察
を
試
み
よ
う

と
思
い
立
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

元
々
粟
田
真
人
の
第
八
次
以
後
の
遣
唐
使
に
よ
る
唐
の
報
告
を
以
上
の
観
点
か
ら
纏
め
て
み
よ
う
と
企
図
し
た
が
、「
伊
吉
博
徳
書
」

に
つ
い
て
も
唐
側
の
史
料
と
照
合
し
な
が
ら
検
討
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
気
が
附
か
れ
な
か
っ
た
唐
に
関
す
る
情
報
を
そ
こ
か
ら
引
き
出
す
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こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
二
部
に
分
け
て
、
本
稿
の
第
一
部
で
「
伊
吉
博
徳
書
」
に
関
す
る
考
察
を
記
し
、
別
稿
の
第
二
部
で

『
続
日
本
紀
』
以
降
の
六
国
史
に
記
さ
れ
た
九
世
紀
・
一
〇
世
紀
の
遣
唐
使
等
に
よ
る
「
唐
消
息
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
が
、

論
文
名
の
本
題
は
当
初
の
意
図
に
従
っ
て
「
遣
唐
使
・
遣
渤
海
使
の
報
告
に
見
る
唐
の
情
勢
」
で
統
一
す
る
こ
と
と
し
た
（
（
（

。
な
お
、『
日

本
書
紀
』
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
書
や
解
説
書
が
あ
る
が
、
本
稿
で
引
用
す
る
底
本
と
し
て
は
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・

大
野
晋
校
注
『
日
本
書
紀
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
岩
波
文
庫
版
第
四
冊
、
一
九
九
五
年
を
用
い
、
原
文
に
続
け
て
同
書
の
読

み
下
し
文
を
添
え
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
句
読
点
に
つ
い
て
は
私
見
に
従
っ
て
唐
代
の
史
料
と
同
様
の
句
読
を
施
し
た
。

二　

第
四
次
遣
唐
使
と
朔
旦
冬
至
の
朝
賀

　

初
め
に
、『
日
本
書
紀
』
所
引
の
「
伊
吉
博
徳
書
」
関
係
の
史
料
を
掲
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　

�

伊
吉
博
得
言
、
學
問
僧
惠
妙
於
唐
死
、
知
聰
於
海
死
、
智
國
於
海
死
、
智
宗
以
庚
寅
年
付
新
羅
船
歸
、
覺
勝
於
唐
死
、
義
通
於
海

死
、
定
惠
以
乙
丑
年
付
劉
德
高
等
船
歸
、
妙
位
・
法
勝
・
學
生
氷
連
老
人
・
高
黄
金
并
十
二
人
、
別
倭
種
韓
智
興
・
趙
元
寶
、
今
年

共
使
人
歸
。（
孝
徳
天
皇
白
雉
五
年
二
月
條
原
注
）（
伊
吉
博
得
が
言
は
く
、
學
問
僧
惠
妙
、
唐
に
し
て
死み

う

せ
ぬ
。
知
聰
、
海
に
し
て

死
せ
ぬ
。
智
國
、
海
に
し
て
死
せ
ぬ
。
智
宗
、
庚
寅
の
年
を
以も

て
、
新
羅
の
船
に
付
き
て
歸
る
。
覺
勝
、
唐
に
し
て
死
せ
ぬ
。
義

通
、
海
に
し
て
死
せ
ぬ
。
定
惠
、
乙
丑
の
年
を
以
て
、
劉
德
高
等
が
船
に
付
き
て
歸
る
。
妙
位
・
法
勝
・
學
生
氷
連
老
人
・
高
黄

金
、
并
て
十
二
人
、
別こ

と

に
倭
種
韓
智
興
・
趙
元
寶
、
今
年
、
使
人
と
共
に
歸
れ
り
と
い
ふ
）

②　

�

伊
吉
連
博
德
書
曰
、
同
天
皇
之
世
、
小
錦
下
坂
合
部
石
布
連
・
大
山
下
津
守
吉
祥
連
等
二
船
、
奉
使
呉
唐
之
路
。
以
己
未
年
七
月
三

日
、
發
自
難
波
三
津
之
浦
。
八
月
十
一
日
、
發
自
筑
紫
大
津
之
浦
。
九
月
十
三
日
、
行
到
百
濟
南
畔
之
嶋
、
々
名
毋
分
明
。
以
十
四
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日
寅
時
、
二
船
相
從
放
出
大
海
。
十
五
日
日
入
之
時
、
石
布
連
船
、
横
遭
逆
風
、
漂
到
南
海
之
嶋
、
々
名
爾
加
委
、
仍
爲
嶋
人
所

滅
。
便
東
漢
長
直
阿
利
麻
・
坂
合
部
連
稻
積
等
五
人
、
盜
乘
嶋
人
之
船
、
逃
到
括
州
、
々
縣
官
人
送
到
洛
陽
之
京
。
十
六
日
夜
半
之

時
、
吉
祥
連
船
、
行
到
越
州
會
稽
縣
須
岸
山
。
東
北
風
、
々
太
急
。
廿
二
日
、
行
到
餘
姚
縣
、
所
乘
大
船
及
諸
調
度
之
物
留
着
彼

處
。
潤
十
月
一
日
、
行
到
越
州
之
底
。
十
五
日
、
乘
驛
入
京
。
廿
九
日
、
馳
到
東
京
、
天
子
在
東
京
。
卅
日
、
天
子
相
見
問
訊
之
、

日
本
國
天
皇
平
安
以
不
。
使
人
謹
答
、
天
地
合
德
、
自
得
平
安
。
天
子
問
曰
、
執
事
卿
等
、
好
在
以
不
。
使
人
謹
答
、
天
皇
憐
重
、

亦
得
好
在
。
天
子
問
曰
、
國
内
平
不
。
使
人
謹
答
、
治
稱
天
地
、
萬
民
無
事
。
天
子
問
曰
、
此
等
蝦
夷
國
有
何
方
。
使
人
謹
答
、
國

有
東
北
。
天
子
問
曰
、
蝦
夷
幾
種
。
使
人
謹
答
、
類
有
三
種
、
遠
者
名
都
加
留
、
次
者
名
麁
蝦
夷
、
近
者
名
熟
蝦
夷
、
今
此
熟
蝦

夷
、
毎
歳
入
貢
本
國
之
朝
。
天
子
問
曰
、
其
國
有
五
榖
。
使
人
謹
答
、
無
之
、
食
肉
存
活
、
天
子
問
曰
、
國
有
屋
舎
。
使
人
謹
答
、

無
之
、
深
山
之
中
、
止
住
樹
本
。
天
子
重
曰
、
朕
見
蝦
夷
身
面
之
異
、
極
理
喜
怪
、
使
人
遠
來
辛
苦
、
退
在
館
裏
、
後
更
相
見
。

十
一
月
一
日
、
朝
有
冬
至
之
會
、
々
日
亦
覲
、
所
朝
諸
蕃
之
中
、
倭
客
最
勝
。
後
由
出
火
之
亂
、
棄
而
不
復
檢
。
十
二
月
三
日
、
韓

智
興
傔
人
西
漢
大
麻
呂
枉
讒
我
客
、
々
等
獲
罪
唐
朝
、
已
決
流
罪
、
前
流
智
興
於
三
千
里
之
外
。
客
中
有
伊
吉
連
博
德
奏
、
因
即
免

罪
、
事
了
之
後
勅
旨
、
國
家
來
年
必
有
海
東
之
政
、
汝
等
倭
客
不
得
東
歸
。
遂
匿
西
京
、
幽
置
別
處
、
閉
戸
防
禁
、
不
許
東
西
、
困

苦
經
年
。
難
波
吉
士
男
人
書
曰
、
向
大
唐
大
使
觸
嶋
而
覆
、
副
使
親
覲
天
子
、
奉
示
蝦
夷
。
於
是
蝦
夷
以
白
鹿
皮
一
・
弓
三
・
箭

八
十
、
獻
于
天
子
。（
斉
明
天
皇
五
年
七
月
戊
寅
條
原
注
）（
伊
吉
連
博
德
書
に
曰
く
、
同
天
皇
の
世
に
、
小
錦
下
坂
合
部
石
布
連
・

大
山
下
津
守
吉
祥
連
等
が
二
船
、
呉
唐
の
路
に
奉
使
さ
る
。
己
未
年
の
七
月
三
日
を
以
て
、
難
波
の
三
津
の
浦
よ
り
發

ふ
な
だ
ちす
。
八
月

十
一
日
に
、
筑
紫
の
大
津
の
浦
よ
り
發
す
。
九
月
十
三
日
に
、
百
濟
の
南
の
畔

ほ
と
りの
嶋
に
行い

到た

る
。
嶋
の
名
は
分わ

き
わ
き明
し
き
こ
と
毋な

し
。

十
四
日
の
寅
の
時
を
以
て
、
二
船
相
從
ひ
て
、
大
海
に
放
れ
出
づ
。
十
五
日
の
日と

り入
の
時
に
、
石
布
連
が
船
、
横

よ
こ
さ
まに
逆
風
に
遭
ひ

て
、
南
の
海
の
嶋
に
漂た

だ
よ到

ふ
。
嶋
の
名
は
爾
加
委
と
い
ふ
。
仍
り
て
嶋
人
の
爲
に
滅
さ
れ
ぬ
。
便
ち
東
漢
長
直
阿
利
麻
・
坂
合
部
連
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稻
積
等
五
人
、
嶋
人
の
船
に
盜
み
乘
り
て
、
逃
げ
て
括
州
に
到
る
。
州
縣
の
官
人
、
洛
陽
の
京
に
送
り
到
る
。
十
六
日
の
夜

ね半
の
時

に
、
吉
祥
連
の
船
、
越
州
の
會
稽
縣
の
須
岸
山
に
行い

た到
る
。
東
北
の
風
ふ
く
。
風
太
だ
急は

や

し
。
廿
二
日
に
、
餘
姚
縣
に
行
到
る
。
乘

れ
る
大
船
及
び
諸
の
調
度
物
を
、
彼そ

の
處
に
留と

ど

め
着お

く
。
潤
十
月
の
一
日
に
、
越
州
の
底も

と

に
行
到
る
。
十
五
日
、
驛

は
い
まに
乘
り
て
京

み
や
こに

入
る
。
廿
九
日
に
、
馳
せ
て
東
京
に
到
る
。
天み

か
ど子
、
東
京
に
在ま

し
ま
す
。
三
十
日
に
、
天
子
相
見
て
問

と訊
ひ
た
ま
は
く
、「
日
本
國

の
天
皇
、
平
安
に
ま
す
や
不い

な

や
」
と
の
た
ま
ふ
。
使
人
謹
み
て
答
へ
ま
う
さ
く
、「
天
地
德

い
き
ほ
ひを

合
せ
て
、
自お

の

づ
か
ら
に
平
安
な
る

こ
と
得
た
り
」
と
ま
う
す
。
天
子
問
ひ
て
曰

の
た
まは
く
、「
事
を
執
れ
る
卿
等
、
好

さ
き
く

在は
べ

り
や
不
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
使
人
謹
み
て
答
へ
ま

う
さ
く
、「
天
皇
憐め

ぐ重
み
た
ま
へ
ば
、
亦
好
在
る
こ
と
得
た
り
」
と
ま
う
す
。
天
子
問
ひ
て
曰
は
く
、「
國
内
は
平
か
な
り
や
不
や
」

と
の
た
ま
ふ
。
使
人
謹
み
て
答
へ
ま
う
さ
く
、「
治

ま
つ
り
ご
と

天
地
に
稱
ひ
て
、
萬
民
事
無
し
」
と
ま
う
す
。
天
子
問
ひ
て
曰
は
く
、「
此

等
の
蝦え

み
し夷
の
國
は
何
れ
の
方
に
有
る
ぞ
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
使
人
謹
み
て
答
へ
ま
う
さ
く
、「
國
は
東
北
に
有
り
」
と
ま
う
す
。
天

子
問
ひ
て
曰
は
く
、「
蝦
夷
は
幾い

く
く
さ種
ぞ
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
使
人
謹
み
て
答
へ
ま
う
さ
く
、「
類
三
種
有
り
。
遠
き
者
を
ば
都
加
留
と

名な
づ

け
、
次
の
者
を
ば
麁
蝦
夷
と
名
け
、
近
き
者
を
ば
熟
蝦
夷
と
名
く
。
今
此
は
熟
蝦
夷
な
り
。
歳
毎
に
、
本
國
の
朝
に
入ま

い

り
貢

た
て
ま
つる
」

と
ま
う
す
。
天
子
問
ひ
て
曰
は
く
、「
其
の
國
に
五
榖
有
り
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
使
人
謹
み
て
答
へ
ま
う
さ
く
、「
無
し
。
肉
を
食
ひ

て
存わ

た
ら活
ふ
」
と
ま
う
す
。
天
子
問
ひ
て
曰
は
く
、「
國
に
屋
舎
有
り
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
使
人
謹
み
て
答
へ
ま
う
さ
く
、「
無
し
。
深

山
の
中
に
し
て
、
樹
の
本
に
止

す住
む
」
と
ま
う
す
。
天
子
重
ね
て
曰
は
く
、「
朕
、
蝦
夷
の
身
面
の
異け

な
る
を
見
て
、
極き

は
ま理

り
て
喜

び
怪

あ
や
しぶ
。
使
人
遠
く
よ
り
來

ま
う
きて
辛く

る
し苦
か
ら
む
。
退ま

か

り
て
館む

ろ
つ
み裏
に
在は

べ

れ
。
後
に
更ま

た

相
見
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
十
一
月
一
日
に
、
朝

み
か
どに
冬

至
の
會
有
り
。
會
の
日
に
亦
覲ま

み

ゆ
。
朝ま

う

け
る
諸く

に
ぐ
に蕃
の
中
に
、
倭
の
客
最
も
勝
れ
た
り
。
後
に
出
火
の
亂
に
由
り
て
、
棄
て
て
復
檢

か
む
が

へ
ら
れ
ず
。
十
二
月
三
日
に
、
韓
智
興
が
傔と

も
び
と人
西
漢
大
麻
呂
、
枉
げ
て
我
が
客
を
讒よ

こ

す
。
客
等
、
罪
を
唐
朝
に
獲
て
、
已
に
流
罪
に

決さ
だ

む
。
前

さ
き
だち

て
智
興
を
三
千
里
の
外
に
流
す
。
客
の
中
に
伊
吉
連
博
德
有
り
て
奏ま

う

す
。
因
り
て
即
ち
罪
を
免ゆ

る

さ
れ
ぬ
。
事
了
り
て
後



6

に
勅

お
ほ
み
こ
と
の
り

旨
す
ら
く
、「
國
家
、
來
ら
む
年
に
必
ず
海
東
の
政
有
ら
む
。
汝
等
倭
の
客
、
東
に
歸
る
こ
と
得
ざ
れ
」
と
の
た
ま
ふ
。
遂

に
西
の
京
に
匿

い
ま
しめ

て
、
別
處
に
幽と

ら

へ
置
く
。
戸
を
閉さ

し
て
防ふ

せ禁
き
て
、
東か

に
か
く西

に
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
。
困た

し
な苦

む
こ
と
年
を
經
ぬ
と
い

ふ
。
難
波
吉
士
男
人
書
に
曰
は
く
、
大
唐
に
向ゆ

け
る
大
使
、
嶋
に
觸つ

き
て
覆
る
。
副
使
、
親
ら
天
子
に
覲
え
て
、
蝦
夷
を
示み

せ
奉

る
。
是こ

こ

に
蝦
夷
、
白
鹿
の
皮
一
つ
・
弓
三
つ
・
箭
八
十
を
、
天
子
に
獻
る
と
い
ふ
）

③　

�

伊
吉
連
博
德
書
云
、
庚
申
年
八
月
、
百
濟
已
平
之
後
、
九
月
十
二
日
放
客
本
國
。
十
九
日
發
自
西
京
、
十
月
十
六
日
、
還
到
東
京
、

始
得
相
見
阿
利
麻
等
五
人
。
十
一
月
一
日
、
爲
將
軍
蘇
定
方
等
所
捉
百
濟
王
以
下
、
太
子
隆
等
諸
王
子
十
三
人
、
大
佐
平
沙
宅
千

福
・
國
辨
成
以
下
卅
七
人
、
并
五
十
許
人
奉
進
朝
堂
。
急
引
趍
向
天
子
、
天
子
恩
勅
、
見
前
放
着
。
十
九
日
賜
勞
。
廿
四
日
發
自
東

京
。（
斉
明
天
皇
六
年
七
月
乙
卯
條
原
注
）（
伊
吉
連
博
德
書
に
云
は
く
、
庚
申
の
年
の
八
月
に
、
百
濟
已
に
平

こ
と
むけ
て
後
に
、
九
月

十
二
日
に
、
客
を
本
國
に
放ゆ

る

す
。
十
九
日
に
、
西
京
よ
り
發
つ
。
十
月
十
六
日
に
、
還
り
て
東
京
に
到
り
て
、
始
め
て
阿
利
麻
等
五

人
に
相
見
る
こ
と
得
た
り
。
十
一
月
一
日
に
、
將
軍
蘇
定
方
等
が
爲
に
捉か

す

ゐ
ら
れ
た
る
百
濟
の
王
よ
り
以
下
、
太
子
隆
等
、
諸
の
王

子
十
三
人
、
大
佐
平
沙
宅
千
福
・
國
辨
成
よ
り
以
下
三
十
七
人
、
并
て
五
十
許ば

か
りの
人
、
朝み

か
ど堂
に
奉た

て
ま
つ進
る
。
急

に
は
かに
引ゐ

て
天み

か
ど子
に
趍

ゆ向

く
。
天
子
恩め

ぐ勅
み
て
、
見み

前ま
え

に
し
て
放ゆ

る着
し
た
ま
ふ
。
十
九
日
に
、
賜ね

ぎ
ら勞

ふ
。
廿
四
日
に
東
京
よ
り
發
つ
）

④　

�

伊
吉
連
博
得
書
云
、
辛
酉
年
正
月
廿
五
日
、
還
到
越
州
。
四
月
一
日
、
從
越
州
上
路
東
歸
。
七
日
、
行
到
檉
岸
山
明
。
以
八
日
鷄
鳴

之
時
、
順
西
南
風
、
放
船
大
海
、
々
中
迷
途
、
漂
蕩
辛
苦
。
九
日
八
夜
、
僅
到
耽
羅
之
嶋
、
便
即
招
慰
嶋
人
王
子
阿
波
伎
等
九
人
、

同
載
客
船
、
擬
獻
帝
朝
。
五
月
廿
三
日
、
奉
進
朝
倉
之
朝
、
耽
羅
入
朝
、
始
於
此
時
。
又
爲
智
興
傔
人
東
漢
草
直
足
嶋
所
讒
、
使
人

等
不
蒙
寵
命
。
使
人
等
怨
徹
于
上
天
之
神
、
震
死
足
嶋
、
時
人
稱
曰
、
大
倭
天
報
之
近
。（
斉
明
天
皇
七
年
五
月
丁
巳
條
原
注
）（
伊

吉
連
博
得
書
に
云
は
く
、
辛
酉
の
年
の
正
月
廿
五
日
に
、
還
り
て
越
州
に
到
る
。
四
月
一
日
に
、
越
州
よ
り
上み

ち
た
ち路
し
て
東
に
歸
る
。

七
日
に
、
檉
岸
山
の
明

み
な
みに

行い

た到
る
。
八
日
の
鷄あ

か鳴
之つ

時き

を
以も

て
、
西
南
の
風
に
順
ひ
て
、
船
を
大
海
に
放
つ
。
海
中
に
途
を
迷
ひ
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て
、
漂た

だ
よ蕩
ひ
辛く

る
し苦
む
。
九
日
八
夜
あ
り
て
、
僅
に
耽た

む
ら
の
し
ま

羅
嶋
に
到
る
。
便す

な
わ即
ち
嶋
人
王
子
阿
波
伎
等
九
人
を
招を

き
慰

こ
し
らへ
て
、
同
じ
く
客

の
船
に
載
せ
て
、
帝み

か
ど朝

に
獻
ら
む
と
す
。
五
月
二
十
三
日
に
、
朝
倉
の
朝

み
か
どに

奉た
て
ま
つ進

る
。
耽
羅
の
入
朝
、
此
時
に
始
れ
り
。
又
、
智
興

が
傔
人
東
漢
草
直
足
嶋
の
爲
に
讒よ

こ

さ
れ
て
、
使
人
等
寵み

め
ぐ
み命
を
蒙
ら
ず
。
使
人
等
が
怨
、
上あ

め天
の
神
に
徹
り
て
、
足
嶋
を
震

か
む
と
きし
て
死こ

ろ

し
つ
。
時
の
人
稱い

ひ
て
曰
へ
ら
く
、「
大や

ま
と倭
の
天あ

め

の
報
近
き
か
な
」
と
い
へ
り
と
い
ふ
）

　

以
上
の
う
ち
、
①
は
孝
徳
天
皇
・
白
雉
五
年
（
六
五
四
）
二
月
條
の
高
向
玄
理
を
押
使
と
す
る
第
三
次
遣
唐
使
発
遣
の
記
事
の
原
注
に

引
か
れ
た
文
で
あ
り
、
学
問
僧
や
学
生
等
の
海
上
や
唐
に
お
け
る
客
死
、
あ
る
い
は
無
事
の
帰
国
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る

（
（
（

。
そ
の
末
尾
に

「
別
倭
種
韓
智
興
・
趙
元
寶
、
今
年
共
使
人
歸
」
と
あ
り
、
次
の
第
四
次
遣
唐
使
に
名
前
の
見
え
る
韓
智
興
が
、
遣
唐
使
一
行
と
は
別
の

「
倭
種
」
と
し
て
使
節
と
共
に
倭
国
に
来
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
倭
種
と
は
日
本
人
と
の
混
血
児
で
あ
り
、「
韓
」「
趙
」
共
に
漢
人
に

普
通
に
見
ら
れ
る
姓
で
あ
る
の
で
、
韓
智
興
・
趙
元
宝
と
も
唐
人
と
倭
人
と
の
混
血
児
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

（
（
（

。

　

次
に
、
②
は
斉
明
天
皇
五
年
（
六
五
九
）
七
月
三
日
に
発
遣
さ
れ
た
坂
合
部
石
布
連
と
津
守
吉
祥
連
の
二
隻
の
第
四
次
遣
唐
使
に
つ
い

て
、
三
日
戊
寅
條
に
引
用
さ
れ
た
文
で
あ
る
。
右
に
触
れ
た
韓
智
興
の
傔
人
（
従
者
）
の
西
漢
大
麻
呂
が
一
行
を
枉
讒
し
た
た
め
に
唐
の

罪
に
触
れ
、
韓
智
興
は
流
三
千
里
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
他
の
者
は
伊
吉
博
徳
の
奏
に
よ
っ
て
罪
を
免
れ
た
。
し
か
し
、「
國
家
（
唐
朝
）

來
年
必
有
海
東
之
政
、
汝
等
倭
客
不
得
東
歸
」
と
あ
る
よ
う
に
、
翌
年
の
高
宗
の
百
済
征
討
を
理
由
に
一
行
は
長
安
に
幽
閉
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
翌
六
六
〇
年
の
百
済
の
滅
亡
、
そ
し
て
六
六
三
年
の
白
村
江
の
戦
の
敗
北
に
よ
る
最
終
的
な
百
済
滅
亡
に
至
る

伏
線
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
本
稿
で
再
説
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
唐
代
史
研
究
の
立
場

か
ら
注
目
さ
れ
る
二
、三
の
論
点
に
つ
い
て
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
時
の
石
布
連
の
船
は
逆
風
で
南
海
の
爾
加
委
と
い
う
島
に
漂
著
し
、
島
民
の
攻
撃
を
受
け
た
が
、
東
漢
長
直
阿
利
麻
・
坂
合
部
連

稲
積
等
五
人
は
島
人
の
船
を
盗
ん
で
括
州
に
到
り
、
括
州
の
官
人
に
よ
っ
て
洛
陽
に
送
ら
れ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
津
守
吉
祥
等
は
一
旦
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長
安
に
行
っ
て
か
ら
、
高
宗
の
後
を
追
っ
て
洛
陽
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
東
漢
長
直
阿
利
麻
等
も
一
度
長
安
に
行
っ
て
か
ら
洛
陽
に
至
っ

た
の
か
、
苦
心
し
て
括
州
に
至
っ
た
の
で
津
守
吉
祥
等
よ
り
遅
く
括
州
を
発
っ
て
、
直
接
洛
陽
に
行
っ
た
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

吉
祥
の
船
は
い
っ
た
ん
越
州
会
稽
県
の
須
山
岸
に
到
っ
た
が
、
そ
こ
で
大
風
に
遭
っ
て
越
州
の
餘
姚
県
に
到
っ
た
。
船
や
調
度
は
餘
姚

に
置
い
て
閏
一
〇
月
一
日
に
越
州
の
底
（
治
所
の
会
稽
県
か
）
に
到
り
、
同
月
一
五
日
に
駅
馬
に
乗
っ
て
長
安
に
到
著
、
十
日
前
の
五
日

戊
寅
に
長
安
を
発
っ
て
洛
陽
に
赴
い
た
高
宗
を
追
い
、
二
九
日
に
馳
せ
て
東
京
洛
陽
に
到
著
し
た
。
使
節
は
翌
三
〇
日
に
高
宗
に
見ま

み

え
て

日
本
や
蝦
夷
の
情
況
に
つ
い
て
細
か
な
質
問
を
受
け
て
い
る

（
（
（

。
翌
日
の
一
一
月
一
日
に
は
朝
廷
で
「
冬
至
之
會
」
即
ち
朝
賀
が
あ
り
、

「
々
（
會
）
日
亦
覲
、
所
朝
諸
蕃
之
中
、
倭
客
最
勝
」、
即
ち
朝
賀
で
高
宗
に
覲ま

み

え
た
諸
蕃
の
中
で
倭
の
使
節
が
最
も
勝
れ
て
い
た
、
と
自

讃
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
続
い
て
「
後
由
出
火
之
亂
、
棄
而
不
復
檢
」
と
あ
る
の
で
、
朝
会
の
宴
席
の
準
備
か
何
か
の
失
火
に
よ
り
、

以
後
の
行
事
は
中
止
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
二
月
三
日
に
先
に
述
べ
た
西
漢
大
麻
呂
の
讒
言
の
件
が
あ
り
、
高
宗
の
勅
旨

で
使
節
は
長
安
に
幽
閉
さ
れ
る
に
至
る
が
、
こ
こ
で
は
洛
陽
の
冬
至
の
朝
賀
の
場
で
諸
番
の
使
者
が
高
宗
に
覲
え
た
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
な
お
、
こ
の
時
の
会
見
に
つ
い
て
は
伊
吉
博
徳
書
に
続
い
て
難
波
吉
士
男
人
の
書
も
引
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
副
使
の
津
守
吉
祥

が
「
天
子
に
親
覲
し
て
蝦
夷
を
奉
示
し
」、
蝦
夷
が
白
鹿
皮
一
・
弓
三
・
箭
八
十
を
天
子
に
献
じ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま

事
実
と
し
て
受
け
取
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
が
、
有
徳
の
天
子
の
世
に
は
粛
慎
が
楛こ

矢し

を
献
上
す
る
、
と
い
う
古
代
中
国
の
伝
承

（
（
（

を
意
識
し

た
演
出
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

漢
代
以
来
、
中
国
王
朝
で
は
正
月
元
日
と
冬
至
と
に
百
官
を
朝
廷
に
集
め
て
、
新
年
や
冬
至
の
到
来
を
祝
う
朝
賀
の
礼
が
行
わ
れ
た
。

特
に
正
月
元
日
の
朝
賀
は
京
官
以
外
に
年
末
の
報
告
に
上
京
し
た
地
方
官
や
諸
蕃
の
使
者
も
集
め
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
宴
会
で
あ
る
会

の
儀
礼
と
併
せ
て
元
会
と
い
わ
れ
て
、
王
朝
の
統
治
が
地
方
の
み
な
ら
ず
異
域
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
視
覚
的
に
確
認
す
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た

（
（
（

。
そ
の
せ
い
か
、
唐
代
の
史
料
で
は
朝
賀
の
実
施
例
は
正
月
元
日
の
場
合
し
か
確
認
で
き
な
い

（
（
（

。
し
か
し
、
こ
の
伊
吉
博
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徳
書
に
よ
っ
て
、
冬
至
に
も
皇
帝
の
親
臨
す
る
朝
賀
の
礼
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
唐
代
の
皇
帝
の
儀
礼
を

考
え
る
上
で
貴
重
な
情
報
を
伝
え
た
例
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
に
は
津
守
吉
祥
ら
は
越
州
か
ら
駅
馬
を
乗
り
継
い
で
一
五
日
で
長
安
入
り
し
、「
馳
到
東
京
」
と
あ
る
の
で
、
長
安
か

ら
騎
馬
（
同
じ
く
駅
馬
か
）
で
同
様
に
二
週
間
で
洛
陽
に
到
っ
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
巻
四
〇
・
地
理
志
三
・
江
南
東
道
條
で
は
越
州
は

会
稽
を
治
所
と
し
、
京
師
（
長
安
）
か
ら
は
三
七
二
〇
里
、
東
都
（
洛
陽
）
か
ら
は
二
八
七
〇
里
で
あ
る
。
ま
た
、
洛
陽
は
長
安
か
ら
東

に
八
五
〇
里
で
あ
る
。
従
っ
て
、
津
守
吉
祥
ら
は
長
安
ま
で
は
一
日
二
四
八
里
、
洛
陽
を
目
指
し
て
長
安
を
出
発
し
た
の
が
閏
一
〇
月

一
七
日
だ
と
す
る
と
、
洛
陽
ま
で
は
一
日
六
五
里
強
で
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
一
里
を
五
百
メ
ー
ト
ル
程
と
す
れ
ば
、
越
州
─

長
安
間
は
一
日
一
二
四
キ
ロ
の
強
行
軍
で
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
（〔
追
記
〕
参
照
）。
復
原
唐
公
式
令
（
開
元
七
年
令
・
開
元
二
五
年

令
）
第
四
四
條
で
は
、
唐
朝
の
行
程
は
馬
で
は
一
日
七
十
里
、
徒
歩
及
び
驢
馬
で
は
五
十
里
、
車
で
は
三
十
里
、
河
川
の
場
合
で
も
空
船

で
黄
河
で
四
十
里
、
長
江
で
五
十
里
（
以
上
溯
上
す
る
場
合
）
等
で
あ
る
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
閏
一
〇
月
三
〇
日
に
津
守
吉
祥
ら

は
高
宗
に
謁
見
し
て
種
々
の
質
問
を
受
け
、
さ
ら
に
そ
の
翌
日
の
一
一
月
一
日
に
は
朝
賀
に
参
加
し
て
い
る
。
一
一
月
一
日
に
朝
賀
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
年
の
冬
至
は
一
九
年
に
一
度
、
一
一
月
朔
日
と
冬
至
と
が
合
致
す
る
朔
旦
冬
至
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ

の
時
の
朝
会
も
当
然
重
視
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
公
式
令
に
定
め
ら
れ
た
以
上
の
行
程
以
上
の
強
行
日
程
で
津
守
吉
祥
ら
が
洛
陽

に
到
っ
た
の
は
、
朝
会
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
野
治
之
氏
は
、
遣
唐
使
が
東
シ
ナ
海
で
し
ば
し
ば
遭
難
し
た

の
は
、
正
月
の
朝
賀
に
合
わ
せ
る
た
め
に
季
節
風
を
無
視
し
て
出
発
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る

（
（1
（

が
、
こ
の
時
の
遣
唐
使
も
百

済
征
討
の
た
め
に
洛
陽
に
行
幸
し
て
い
た
高
宗
に
よ
っ
て
、
朔
旦
冬
至
の
朝
賀
に
参
列
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
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三　

洛
陽
に
お
け
る
献
俘
儀
礼

　

と
こ
ろ
で
、
本
遣
唐
使
の
前
の
第
三
次
遣
唐
使
に
つ
い
て
、『
唐
会
要
』
巻
九
九
・
倭
国
條
に
は
（『
新
唐
書
』
日
本
伝
に
も
同
様
の
文

が
あ
る
）、

永
徽
五
年
（
六
五
四
）
十
二
月
、
遣
使
獻
琥
珀
・
瑪
瑙
、
琥
珀
大
如
斗
、
瑪
瑙
大
如
五
升
器
、
高
宗
降
書
慰
撫
之
、
仍
云
、
王
國
與

新
羅
接
近
、
新
羅
素
爲
高
麗
・
百
濟
所
侵
、
若
有
危
急
、
王
宜
遣
兵
救
之
。

と
あ
る
。
高
宗
は
通
例
と
し
て
正
月
元
日
の
朝
賀
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

（
（1
（

、
右
の
記
事
は
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
翌
永
徽
六

年
正
月
元
日
に
は
朝
賀
の
礼
が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
は
第
三
次
遣
唐
使
も
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
高
宗
の
口
か
ら
唐
の

新
羅
寄
り
の
姿
勢
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
倭
国
の
百
済
寄
り
の
姿
勢
に
つ
い
て
も
高
宗
は
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

（
（1
（

。
伊
吉
博
徳

書
で
は
、
倭
国
の
使
節
は
高
宗
か
ら
天
皇
の
こ
と
、
倭
国
内
の
統
治
の
こ
と
及
び
同
行
さ
せ
た
蝦
夷
の
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
特
に

蝦
夷
に
関
す
る
問
答
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告
し
て
い
る
。
天
皇
や
そ
の
統
治
に
つ
い
て
聞
か
れ
て
い
る
点
は
、『
隋
書
』
倭
国
伝
の
開
皇

二
〇
年
（
六
〇
〇
）
の
文
帝
と
遣
隋
使
と
の
問
答
を
彷
彿
さ
せ
る
が
、
新
羅
寄
り
の
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
と
い
う
、
第
三
次
遣
唐
使
に
対

す
る
高
宗
の
率
直
な
要
求
か
ら
す
れ
ば
、
高
宗
と
第
四
次
遣
唐
使
と
の
問
答
は
、『
日
本
書
紀
』
の
伊
吉
博
徳
書
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
内

容
に
止
ま
ら
ず
、
も
っ
と
厳
し
い
内
容
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
同
年
末
の
長
安
で
の
幽
閉
は
、
西
漢
大
麻
呂
の
讒
言
の
有
無
に
拘
わ

ら
ず
、
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
則
天
武
后
の
陰
に
隠
れ
て
い
る
よ
う
に
語
ら
れ
る
高
宗
で
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
諸
国

の
動
静
は
的
確
に
把
握
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

実
は
、
こ
の
頃
は
高
宗
自
身
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
換
の
時
期
で
あ
っ
た
。
建
国
以
来
の
重
臣
層
の
反
対
を
押
し
て
王
皇
后
を
廃
し
、

昭
儀
の
武
照
を
皇
后
に
立
て
た
の
は
永
徽
六
年
（
六
五
五
）
の
一
〇
月
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
四
次
遣
唐
使
が
長
安
の
監
禁
を
解
か
れ
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た
翌
月
の
顕
慶
五
年
（
六
六
〇
）
一
〇
月
か
ら
高
宗
は
風
眩
（
癲
癇
）
に
苦
し
ん
で
眼
が
不
自
由
に
な
り
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
〇
）、

野
心
家
の
武
后
に
政
治
を
委
ね
た
こ
と
が
中
国
史
上
唯
一
の
女
性
皇
帝
の
政
権
で
あ
る
周
（
武
周
）
の
創
建
に
繫
が
っ
て
ゆ
く
。
即
ち
、

第
四
次
遣
唐
使
が
高
宗
に
謁
見
し
た
顕
慶
四
年
閏
一
〇
月
は
、
武
后
が
政
治
家
と
し
て
台
頭
す
る
直
前
の
時
期
で
あ
っ
た
。
高
宗
自
身
は

同
月
五
日
戊
寅
に
長
安
か
ら
洛
陽
に
向
け
て
出
発
し
、
二
五
日
戊
戌
に
洛
陽
に
到
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
朔
旦
冬
至
の
朝
賀
を
終
え
た
高

宗
は
翌
顕
慶
五
年
正
月
に
并
州
（
山
西
省
太
原
市
）
に
行
幸
し
、
二
月
か
ら
四
月
ま
で
滞
在
し
て
再
び
洛
陽
に
戻
っ
た
。
洛
陽
を
離
れ
た

の
は
そ
の
翌
々
年
の
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）
三
月
で
、
四
月
庚
申
朔
日
に
漸
く
長
安
に
戻
っ
て
い
る
。
并
州
は
唐
の
高
祖
李
淵
が
旗
揚
げ

し
た
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
則
天
武
后
の
武
氏
一
族
の
出
身
地
で
も
あ
る
（
王
皇
后
の
出
身
地
で
も
あ
る
が
）。
六
五
九
年
閏
一
〇
月
か

ら
六
六
二
年
三
月
ま
で
の
洛
陽
滞
在
と
、
そ
の
間
の
六
六
一
年
の
二
箇
月
に
及
ぶ
并
州
行
幸
と
に
は
、
武
后
の
立
后
が
何
ら
か
の
形
で
関

係
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
四
次
遣
唐
使
の
一
行
は
高
宗
謁
見
後
に
高
宗
不
在
の
長
安
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
が
百

済
征
討
の
情
報
漏
れ
を
防
ぐ
意
図
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
高
宗
自
身
は
百
済
征
討
の
た
め
に
洛
陽
か
ら
東
進
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
自
ら
遼

水
を
渡
っ
た
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
の
太
宗
の
高
句
麗
征
討
の
場
合
と
は
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。

　

次
に
③
の
「
伊
吉
博
徳
書
」
で
は
、
第
四
次
遣
唐
使
は
庚
申
年
（
顕
慶
五
年
、
六
六
〇
）
八
月
に
唐
将
の
蘇
定
方
が
百
済
を
滅
ぼ
し
た

後
、
翌
月
の
九
月
に
長
安
を
解
放
さ
れ
て
一
〇
月
に
洛
陽
に
到
っ
て
い
る
。
一
一
月
一
日
に
蘇
定
方
は
捕
虜
と
し
た
百
済
の
義
慈
王
・
太

子
扶
餘
隆
等
王
子
一
三
人
、
大
佐
平
沙
宅
千
福
・
国
辨
成
以
下
三
七
人
、
併
せ
て
五
〇
人
許
り
を
朝
堂
に
奉
進
し
て
い
る
が
、『
旧
唐
書
』

高
宗
紀
上
・
同
年
條
に
は

十
一
月
戊
戌
朔
、
邢
國
公
蘇
定
方
獻
百
濟
王
扶
餘
義
慈
・
太
子
隆
等
五
十
八
人
俘
於
則
天
門
、
責
而
宥
之
。

と
あ
る
。
則
天
門
は
洛
陽
城
皇
城
の
三
つ
あ
る
南
門
の
中
央
の
門
で
、
中
宗
の
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
に
武
后
の
尊
号
を
避
け
て
応
天
門
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と
改
称
し
た
。『
資
治
通
鑑
』
や
『
新
唐
書
』
高
宗
紀
で
は
、
蘇
定
方
に
よ
る
義
慈
王
等
の
献
上
の
記
述
は
よ
り
簡
略
で
あ
る
が
、『
旧
唐

書
』
巻
一
九
九
上
・
東
夷
伝
百
済
伝
・
顕
慶
五
年
條
で
は
「
虜
義
慈
及
太
子
隆
、
小
王
孝
・
演
、
僞
將
五
十
八
人
等
、
送
於
京
師
、
上
責

而
宥
之
」
と
あ
り
（『
新
唐
書
』
百
済
伝
に
は
該
当
す
る
記
述
は
な
い
）、『
三
国
史
記
』
巻
二
八
・
百
済
本
紀
第
六
・
義
慈
王
に
は

定
方
以
王
及
太
子
孝
（
隆
の
譌
）、
王
子
泰
・
隆
（
孝
の
譌
）・
演
及
大
臣
將
士
八
十
八
人
・
百
姓
一
萬
二
千
八
百
七
人
送
京
師
。

と
あ
る
。
以
上
の
記
述
を
比
べ
る
と
、
全
体
の
人
数
や
皇
子
の
名
前
を
除
け
ば
、
伊
吉
博
徳
の
報
告
は
右
の
三
種
の
引
用
文
と
基
本
的
に

一
致
し
て
お
り
、
大
佐
平
沙
宅
千
福
・
国
辨
成
と
い
う
百
済
貴
族
の
名
は
他
の
史
料
に
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
情
報
と
な
る
。

　

ま
た
、『
旧
唐
書
』
高
宗
紀
上
で
は
則
天
門
と
な
っ
て
い
る
献
俘
の
場
所
が
、「
伊
吉
博
徳
書
」
で
は
朝
堂
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
も
興

味
深
い
。
徐
松
『
唐
両
京
城
坊
攷
』
巻
五
・
東
京
に
拠
れ
ば
、
洛
陽
城
で
は
長
安
の
承
天
門
に
相
当
す
る
の
が
応
天
門
で
あ
り
、
そ
の
前

の
横
街
の
東
に
東
朝
堂
、
西
に
西
朝
堂
が
あ
る
。『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
七
・
武
徳
二
年
（
六
一
九
）
四
月
戊
申
條
の
後
に
は
「
世
充
（
王

世
充
）
按
轡
徐
行
、
語
之
曰
、
…
…
今
於
門
外
設
坐
聽
朝
、
宜
各
盡
情
。
又
令
西
朝
堂
納
冤
抑
、
東
朝
堂
納
直
諫
」
と
あ
っ
て
、
隋
の
煬

帝
の
孫
の
皇
泰
主
に
禅
譲
を
強
要
し
て
皇
帝
を
名
乗
っ
た
王
世
充
が
、
洛
陽
城
の
門
外
に
坐
を
設
け
て
朝
政
に
つ
い
て
庶
民
に
聞
こ
う
と

し
た
り
、
東
西
の
朝
堂
で
冤
罪
に
対
す
る
訴
え
や
政
治
に
対
す
る
諫
言
を
聞
こ
う
と
し
た
り
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
王
世
充
が
即
位

し
た
の
は
洛
陽
で
あ
り
、『
資
治
通
鑑
』
に
拠
っ
て
も
隋
の
洛
陽
城
に
も
朝
堂
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
と
、
そ
れ
が
応
天

門
外
の
横
街
に
あ
る
こ
と
が
「
伊
吉
博
徳
書
」
で
確
か
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
王
世
充
の
こ
の
試
み
は
す
ぐ
に
止
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
の
東
西
の
朝
堂
の
し
つ
ら
え
は
単
な
る
ブ
ー
ス
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
因
み
に
、
次
に
述
べ
る
長
安
の
東
朝
堂
に
は

肺
石
、
西
朝
堂
に
は
登
聞
鼓
が
あ
る
が
、
肺
石
は
冤
罪
を
訴
え
る
者
が
乗
る
赤
い
石
、
登
聞
鼓
は
天
子
を
諌
め
よ
う
と
す
る
庶
民
が
打
つ

太
鼓
で
あ
る
。
王
世
充
が
西
朝
堂
で
冤
抑
を
納
め
、
東
朝
堂
で
直
諫
を
納
め
た
と
す
れ
ば
、
肺
石
と
登
聞
鼓
と
の
配
置
は
以
下
の
唐
の
長

安
の
場
合
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
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日
本
で
は
前
期
難
波
宮
か
ら
朝
堂
院
が
あ
り
、
藤
原
宮
以
降
は
大
極
殿
の
前
（
南
側
）
に
朝
堂
院
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
の
朝

堂
院
の
源
流
と
し
て
中
国
の
朝
堂
が
注
目
さ
れ
る
が
、
史
料
か
ら
は
唐
の
長
安
の
朝
堂
は
、
日
本
の
朝
堂
院
の
よ
う
に
建
造
物
を
左
右
に

備
え
た
場
所
と
し
て
は
復
原
で
き
な
い

（
（1
（

。
長
安
で
は
太
極
宮
の
南
門
で
あ
る
承
天
門
の
前
の
横
街
の
左
右
に
東
朝
堂
、
西
に
西
朝
堂
が
あ

り
、
東
朝
堂
に
は
肺
石
、
西
に
西
朝
堂
に
は
登
聞
鼓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
よ
う
に
朝
政
の
場
と
し
て
の
機
能
は
有
し
て
い
な

い
。
そ
こ
で
岸
俊
男
氏
は
、
唐
の
朝
堂
で
は
本
来
の
機
能
は
か
な
り
退
化
し
、
肺
石
・
登
聞
鼓
を
中
心
に
む
し
ろ
冤
抑
、
直
諫
の
場
と
い

う
意
識
が
強
く
な
っ
て
お
り
、
政
事
の
場
と
し
て
は
皇
城
内
の
諸
官
衙
が
朝
堂
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
、
と
推
測
し
て

い
る

（
（1
（

。
右
の
「
伊
吉
博
徳
書
」
の
朝
堂
と
『
資
治
通
鑑
』
の
記
事
と
は
、
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
伊
吉
博
徳
書
」
の
次
の
文
「
急
引
趍
向
天
子
、
天
子
恩
勅
、
見
前
放
着
」
は
、『
旧
唐
書
』
高
宗
紀
上
の
「
責
め
て
之
れ
を
宥ゆ

る

す
」
と

い
う
文
に
対
応
し
た
記
述
で
あ
り
、
第
四
次
遣
唐
使
に
関
係
し
た
文
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
義
慈
王
等
は
応
天
門
の
前
に
引
き

据
え
ら
れ
た
あ
と
直
ち
に
高
宗
の
前
に
連
れ
て
行
か
れ
、
高
宗
が
恩
勅
を
降
し
て
そ
の
場
で
（
見
前
の
見
は
現
と
同
義
）
彼
等
を
許
し
た

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
唐
代
の
捕
虜
献
上
儀
礼
の
一
例
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

（
（1
（

。
ま
た
、
朝
堂
が
献
俘
儀
礼
の
場
と
な
っ
た
、

と
い
う
事
実
は
長
安
の
朝
堂
を
含
め
て
中
国
史
料
に
は
無
い
記
述
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
四
次
遣
唐
使
自
身
は
暫
く
後
の
一
一
月
一
九
日

に
至
っ
て
賜
労
さ
れ
て
い
る
。
送
別
の
宴
会
を
賜
わ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
四
日
に
洛
陽
を
出
発
し
、
④
の
伊
吉
連
博
得
書
に
拠
れ
ば

翌
年
の
辛
酉
年
（
顕
慶
六
年
、
二
月
に
龍
朔
と
改
元
、
六
六
一
）
正
月
二
五
日
に
越
州
に
戻
っ
た
。
一
行
は
四
月
一
日
に
越
州
か
ら
帰
国

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
の
記
述
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
言
及
し
な
い
。

　
「
伊
吉
博
徳
書
」
は
従
来
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
中
国
側
の
史
料
に
照
ら
す
と
彼
等
が
長
安
に
送
ら
れ
た
段
階
か
ら
、
翌

年
の
唐
の
百
済
征
討
に
関
す
る
情
報
の
漏
洩
が
警
戒
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
義
慈
王
ら
の
奉
進
の
様
相
や
応
天
門
の
前
が

朝
堂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
唐
の
献
俘
儀
礼
や
朝
堂
に
関
す
る
研
究
史
の
上
で
は
注
目
に
値
す
る
情
報
と
な
る
。
当
然
、
本
稿
の
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解
釈
以
外
に
別
の
解
釈
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
遣
唐
使
の
報
告
の
一
種
と
言
え
る
「
伊
吉
博
徳
書
」
が
、
唐
代
史
の
史
料
と
し
て

も
活
用
で
き
る
一
例
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

四　

お
わ
り
に

　

以
上
、「
伊
吉
博
徳
書
」
に
見
え
る
唐
関
係
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
従
来
、「
伊
吉
博
徳
書
」
は
②
の
西
漢
大
麻
呂
の
讒
言

を
き
っ
か
け
と
し
て
長
安
に
幽
閉
さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
の
理
由
が
翌
年
の
唐
の
「
海
東
之
政
」、
即
ち
百
済
征
討
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
た

史
料
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
点
は
重
要
で
あ
る
が
、
当
時
の
高
宗
が
洛
陽
か
ら
并
州
に
行
き
、
博
徳
等
が
長
安
に
移
送

さ
れ
た
時
に
高
宗
自
身
は
長
安
に
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
第
四
次
遣
唐
使
が
洛
陽
か
ら
長
安
に
移
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
強
制

的
措
置
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
前
の
第
三
次
遣
唐
使
が
高
宗
か
ら
新
羅
寄
り
の
姿
勢
を
取
る
よ
う
に
明
言
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
、
併
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
顕
慶
四
年
（
六
五
九
）
一
一
月
朔
旦
冬
至
の
洛
陽
に
お
け
る
高
宗
の
朝
賀

の
礼
に
関
す
る
記
述
は
、
唐
代
で
正
月
元
日
以
外
に
冬
至
に
も
皇
帝
自
身
に
よ
る
朝
賀
の
礼
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
記
録
で
あ

り
、
③
の
顕
慶
五
年
の
洛
陽
の
朝
堂
に
お
け
る
百
済
王
扶
餘
義
慈
等
の
献
俘
の
記
述
も
、
唐
の
洛
陽
に
お
け
る
朝
堂
の
存
在
と
、
唐
に
お

け
る
献
俘
儀
礼
の
貴
重
な
情
報
と
を
伝
え
た
史
料
と
な
る
。「
伊
吉
博
徳
書
」
に
つ
い
て
、
唐
代
の
史
料
と
対
照
し
な
が
ら
さ
ら
に
検
討

を
深
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
遣
唐
使
の
発
遣
次
数
に
つ
い
て
は
、
百
済
鎮
将
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
や
計
画
の
み
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
勘
定
に
入
れ
る
か
否
か
等
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で
異
論
が
あ
る
。
本
稿
で
は
石
井
正
敏
「
外
交
関
係

─
遣
唐
使
を
中
心
に

─
」（
村
井
章
介
・
榎
本
渉
・
河
内
春
人
編
『
石
井
正
敏
著
作
集

２
遣
唐
使
か
ら
巡
礼
僧
へ
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
は
一
九
九
二
年
）
の
「
遣
唐
使
一
覧
表
」
に
従
う
。
こ
れ
は
遣
唐
使
の
発
遣
次

数
を
最
も
多
く
数
え
た
例
で
あ
る
。

（
２
）
山
内
晋
次
「
延
暦
の
遣
唐
使
が
も
た
ら
し
た
唐
・
吐
蕃
情
報

─
『
日
本
後
紀
』
所
収
「
唐
消
息
」
の
基
礎
的
研
究

─
」『
史
学
雑
誌
』
第

一
〇
三
編
第
九
号
、
一
九
九
四
年
、
及
び
同
氏
「
国
際
情
報
と
律
令
国
家
」、
荒
野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章
介
編
『
日
本
の
対
外
関
係
２
律

令
国
家
と
東
ア
ジ
ア
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
、
参
照
。

（
３
）「
伊
吉
博
徳
書
」
の
従
来
の
研
究
に
は
以
下
の
諸
論
文
が
あ
る
。
坂
本
太
郎
「
日
本
書
紀
と
伊
吉
連
博
徳
」、
同
氏
『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的

研
究
上　

文
献
篇
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
、
初
出
は
一
九
六
〇
年
。
北
村
文
治
「
伊
吉
連
博
徳
書
考
」、
坂
本
太
郎
博
士
還

暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
上
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
。
山
田
英
雄
「
伊
吉
連
博
徳
書
と
地
名
」『
新
潟
史
学
』
第
二
号

（
一
九
六
九
年
度
）、
一
九
七
〇
年
。
な
お
、
以
上
の
事
情
か
ら
「
は
じ
め
に
」
の
本
文
の
第
二
段
落
ま
で
、「
遣
唐
使
・
遣
渤
海
使
の
報
告
に
見

る
唐
の
情
勢
（
二
）」『
東
方
学
』
第
一
三
九
輯
、
二
〇
二
〇
年
、
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

（
４
）「
伊
吉
博
得
言
」
の
性
格
及
び
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
学
問
僧
や
学
生
の
死
亡
あ
る
い
は
帰
朝
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
前
註
所
掲
山
田
「
伊
吉
連

博
徳
書
と
地
名
」
が
詳
し
く
考
察
し
て
い
る
。

（
５
）
註
（
３
）
所
掲
坂
本
「
日
本
書
紀
と
伊
吉
連
博
徳
」
は
、
韓
智
興
は
韓
人
で
日
本
に
住
み
、
日
本
の
外
交
事
務
の
手
助
け
を
し
て
い
た
人
で

あ
る
、
と
す
る
。
同
論
文
二
〇
六
頁
。

（
６
）
註
（
３
）
所
掲
坂
本
「
日
本
書
紀
と
伊
吉
連
博
徳
」
は
、『
三
正
綜
覧
』
や
『
唐
代
の
暦
』
に
従
っ
て
、
顕
慶
四
年
閏
一
〇
月
は
小
の
月
で
壬

寅
二
九
日
が
月
末
で
あ
り
、
卅
日
は
二
十
九
日
の
誤
り
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。
同
論
文
二
〇
五
頁
。

（
７
）『
国
語
』
魯
語
下
に
「
仲
尼
曰
、
…
…
昔
武
王
克
商
、
通
道
于
九
夷
百
蠻
。
…
…
於
是
肅
愼
氏
貢
楛
矢
・
石
砮
、
其
長
尺
有
咫
」
と
あ
り
、『
後

漢
書
』
東
夷
列
伝
の
序
文
に
「
及
武
王
滅
紂
、
肅
愼
來
獻
石
砮
・
楛
矢
」
と
あ
る
。
唐
以
前
の
歴
代
の
王
朝
で
も
、
以
下
の
よ
う
な
粛
慎
氏
の
楛

矢
献
上
の
記
述
等
が
見
え
る
（
す
べ
て
各
皇
帝
の
本
紀
に
拠
る
）。

曹
魏�

・
陳
留
王　
（
景
元
三
年
・
二
六
二
）
夏
四
月
、
遼
東
郡
言
、
肅
愼
國
遣
使
重
譯
入
貢
、
獻
其
國
弓
三
十
張
、
長
三
尺
五
寸
、
楛
矢
長
一
尺

八
寸
、
石
弩
三
百
枚
、
皮
骨
鐵
雜
鎧
二
十
領
、
貂
皮
四
百
枚
。
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晉
・�

文
帝
（
司
馬
昭
）　
（
景
元
）
三
年
夏
四
月
、
肅
愼
來
獻
楛
矢
・
石
弩
・
弓
甲
・
貂
皮
等
、
天
子
命
歸
於
大
將
軍
府
。（
前
と
同
じ
事
実
）

　

武
帝　
（
咸
寧
五
年
・
二
七
九
・
一
二
月
）
…
…
肅
愼
來
獻
楛
矢
・
石
弩
。

　

元
帝　
（
太
興
二
年
・
三
一
九
）
八
月
、
肅
愼
獻
楛
矢
・
石
砮
。

宋
・
孝
武
帝　
（
大
明
三
年
、
四
五
九
）
十
一
月
己
巳
、
高
麗
國
遣
使
獻
方
物
、
肅
愼
國
重
譯
獻
楛
矢
・
石
砮
、
西
域
獻
舞
馬
。

北
魏
・
孝
文
帝　
（
太
和
一
二
年
・
四
八
八
）
八
月
甲
子
、
勿
吉
國
貢
楛
矢
・
石
砮
。

　

宣
武
帝　
（
景
明
四
年
・
五
〇
三
）（
八
月
庚
子
の
後
）
勿
吉
國
貢
楛
矢
。

　
　
　
（
正
始
四
年
・
五
〇
七
・
二
月
）
己
未
、
勿
吉
國
貢
楛
矢
。

　
　
　
（
永
平
四
年
・
五
一
一
・
八
月
）
癸
巳
、
勿
吉
國
獻
楛
矢
。

　
　
　
（
延
昌
元
年
・
五
一
二
・
八
月
）
丁
亥
、
勿
吉
國
貢
楛
矢
。

　

孝
明
帝　
（
延
昌
四
年
・
五
一
五
）
冬
十
月
庚
午
朔
、
勿
吉
國
貢
楛
矢
。

　
　
　

�（
熙
平
二
年
・
五
一
七
・
一
〇
月
）
丁
酉
、
勿
吉
（
諸
本
に
年
呂
と
あ
る
の
を
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
九
に
拠
っ
て
勿
吉
に
改
め
る
─
校

勘
記
）
國
貢
楛
矢
。

北
斉
・
文
宣
帝　
（
天
保
五
年
・
五
五
四
）
秋
七
月
戊
子
、
肅
愼
遣
使
朝
貢
。（
楛
矢
献
上
の
記
述
は
無
い
）

（
８
）
渡
辺
信
一
郎
『
天
空
の
玉
座

─
中
国
古
代
の
朝
政
と
儀
礼

─
』
柏
書
房
、
一
九
九
六
年
、
参
照
。

（
９
）
唐
代
の
朝
賀
に
つ
い
て
は
、
金
子
修
一
「
唐
代
長
安
的
朝
賀
之
礼
」『
唐
史
論
叢
』
第
一
一
輯
、
二
〇
〇
九
年
、
及
び
金
子
修
一
・
小
澤
勇
司

「
唐
代
後
半
期
的
朝
賀
之
礼
」、
同
誌
第
一
二
輯
、
二
〇
一
〇
年
、
参
照
。

（
１０
）
東
野
治
之
『
遣
唐
使
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
七
年
等
を
参
照
。

（
１１
）
註
（
９
）
所
掲
拙
稿
「
唐
代
長
安
的
朝
賀
之
礼
」
一
三
一
～
一
三
二
頁
参
照
。

（
１２
）
張
九
齢
『
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
』
の
敕
書
を
通
読
す
る
と
、
開
元
二
〇
年
（
七
三
二
）
頃
か
ら
二
四
年
（
七
三
六
）
ま
で
、
唐
に
接
す

る
諸
国
の
情
勢
に
つ
い
て
玄
宗
の
朝
廷
が
細
か
く
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
曲
江
集
』
勅
書
を
読
む
会
「
唐　

張
九
齢
『
曲
江
集
』

勅
書
内
容
総
覧
─
巻
八
─
」『
史
学
研
究
集
録
』
第
四
〇
号
、
二
〇
一
五
年
、「
唐　

張
九
齢
『
曲
江
集
』
勅
書
内
容
総
覧
─
巻
九
─
」、
同
誌
第

四
一
号
、
二
〇
一
七
年
、「
唐　

張
九
齢
『
曲
江
集
』
勅
書
内
容
総
覧
─
巻
十
─
」
同
誌
第
四
三
号
、
二
〇
一
九
年
、
参
照
。
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（
１３
）
唐
の
長
安
に
お
け
る
朝
堂
の
存
在
と
そ
の
役
割
と
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
武
敏
「
唐
の
朝
堂
に
つ
い
て
」、
難
波
宮
址
を
守
る
会
編
『
難
波
宮
と

日
本
古
代
国
家
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
七
七
年
、
参
照
。

（
１４
）
岸
俊
男
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
第
一
四
章
「
難
波
宮
の
系
譜
」、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は
一
九
七
七
年
、
三
六
四
頁
。

（
１５
）
唐
の
長
安
に
お
け
る
献
俘
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
妹
尾
達
彦
「
唐
代
長
安
の
盛
り
場
（
中
）」、
北
海
道
教
育
大
学
史
学
会
『
史
流
』
第
三
〇
号
、

一
九
八
九
年
、
参
照
。

〔
追
記
〕
二
〇
一
九
年
六
月
一
五
日
の
同
年
度
の
国
史
学
会
大
会
に
お
い
て
、
本
稿
の
元
と
な
る
口
頭
発
表
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
金
澤
正
大
氏
か
ら

六
月
一
九
日
附
け
で
「『
日
本
書
紀
』
の
誤
謬
」
と
題
す
る
詳
細
な
書
簡
を
頂
い
た
。
以
下
に
原
文
を
摘
録
し
て
紹
介
す
る
。

　

越
州
・
長
安
間
は
三
七
二
〇
里
で
、
閏
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
と
し
て
一
五
日
間
を
要
し
て
い
る
。
唐
代
の
一
里
＝
四
四
〇
～

五
六
〇
ｍ
の
中
間
値
と
し
て
一
里
＝
五
〇
〇
ｍ
と
し
て
、
一
日
の
旅
程
距
離
を
計
算
す
る
と
一
二
四
㎞
と
な
る
。「
唐
公
式
令
」
で
は
騎
馬

七
〇
里
＝
三
五
㎞
、
徒
歩
五
〇
里
＝
二
五
㎞
で
あ
る
。
日
本
で
は
「
延
喜
式
公
式
令
」
で
は
最
速
の
馬
を
約
五
〇
㎞
と
し
て
、
新
城
常
三
氏
は

さ
ら
に
二
割
ほ
ど
早
く
走
行
出
来
た
と
し
て
約
六
〇
㎞
と
し
て
い
る
（
同
氏
『
鎌
倉
時
代
の
交
通
』
一
九
六
七
年
吉
川
弘
文
館
頁
二
七
四
～

九
）。
ま
た
徒
歩
の
場
合
、
旧
日
本
陸
軍
で
は
諸
兵
連
合
部
隊
二
四
㎞
を
標
準
と
し
、
自
衛
隊
で
は
八
時
間
の
行
軍
を
す
る
と
、
約
二
七
㎞
、

一
〇
時
間
の
行
軍
を
す
る
と
、
約
三
三
㎞
弱
と
な
る
。
以
上
か
ら
、
一
日
の
旅
程
距
離
は
、
馬
で
約
六
〇
㎞
、
徒
歩
で
約
二
五
～
三
五
㎞
と

い
っ
た
と
こ
ろ
と
な
る
。
と
す
る
と
、
一
日
の
旅
程
距
離
一
二
四
㎞
は
余
り
に
も
過
大
す
ぎ
る
。

　

他
方
、
長
安
・
洛
陽
間
は
八
五
〇
里
で
、
一
六
日
か
ら
二
九
日
ま
で
と
一
四
日
間
を
要
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
一
日
の
旅
程
距
離
を
計
算

す
る
と
三
〇
・
三
六
㎞
、
す
な
わ
ち
一
日
の
旅
程
距
離
は
約
三
〇
㎞
で
す
。
こ
れ
な
ら
ば
、「
唐
公
式
令
」
よ
り
早
い
で
す
が
、
可
能
な
距
離

で
あ
り
、
急
い
だ
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

以
上
、
二
つ
の
一
日
の
旅
程
距
離
か
ら
見
る
と
、
越
州
・
長
安
間
は
極
め
て
過
大
で
、
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
『
日
本
書
紀
』
の
旅

程
日
時
記
載
に
何
ら
か
の
誤
謬
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
と
推
察
出
来
る
。『
日
本
書
紀
』
の
で
は
九
月
二
三
日
に
余
姚
県
に
到
着
し

て
か
ら
、
一
〇
月
を
経
て
閏
一
〇
月
一
日
に
越
州
を
出
発
し
て
い
る
。
一
一
月
一
日
冬
至
朝
賀
に
間
に
合
わ
せ
る
の
に
、
一
か
月
余
も
止
ま
っ
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。（
越
州
の
出
発
を
）
閏
一
〇
月
で
は
な
く
、
一
〇
月
一
日
と
す
れ
ば
、
一
〇
月
は
大
月
故
、
旅
程
日
数
は
四
五
日
、
一
日

の
旅
程
距
離
は
約
四
一
㎞
と
な
る
。
こ
れ
は
極
め
て
強
行
軍
で
あ
る
が
、
馬
を
併
用
す
れ
ば
不
可
能
で
は
な
い
。
以
上
、『
日
本
書
紀
』
に
は

誤
謬
が
あ
る
と
推
察
す
る
。
な
お
、
長
安
に
は
行
か
ず
、
直
接
洛
陽
に
至
っ
た
誤
謬
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
種
々
の
デ
ー
タ
を
掲
げ
た
上
で
の
金
澤
氏
の
示
教
に
は
感
謝
し
た
い
。
し
か
し
、
唐
公
式
令
の
歩
行
五
〇
里
・
馬
行
七
〇
里
の
規
定
の
実

效
性
を
検
討
し
た
中
村
裕
一
氏
は
、
公
用
旅
行
の
場
合
は
歩
行
五
〇
里
・
馬
行
七
〇
里
の
規
定
を
大
き
く
上
回
る
速
度
が
検
証
さ
れ
、
以
上
の
規
定

は
公
用
旅
行
の
長
行
専
使
（
途
中
で
の
使
者
の
交
代
が
な
く
、
同
一
の
官
人
が
最
後
ま
で
行
く
）
が
進
む
べ
き
一
日
の
最
低
距
離
を
示
す
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。
さ
ら
に
、
長
行
専
使
の
馬
行
の
場
合
に
は
、
一
日
に
約
二
百
里
程
度
進
む
の
が
常
態
で
あ
れ
ば
こ
れ
以
上
の
速
度
が
想

定
さ
れ
る
、
と
す
る
。
ま
た
、
唐
の
大
赦
文
の
末
尾
に
は
、
速
や
か
な
赦
書
の
伝
達
を
指
示
す
る
「
日
行
五
百
里
」
と
い
う
文
言
の
附
加
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
長
行
専
使
の
急
使
の
駅
伝
で
は
「
日
行
五
百
里
」
に
近
い
里
数
が
想
定
で
き
る
、
と
す
る
（
同
氏
『
唐
代
官
文
書
の
研
究
』
中
文
出

版
社
、
一
九
九
一
年
、
第
四
章
第
八
節
「
唐
代
文
献
に
み
え
る
文
書
伝
達
例
と
そ
の
速
度
」）。
た
だ
し
、
運
河
沿
い
の
江
南
方
面
へ
の
伝
達
速
度
で

は
「
日
行
五
百
里
」
が
ほ
ぼ
実
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
地
方
へ
の
伝
達
は
日
行
百
里
餘
り
で
、
大
赦
の
附
帯
文
言
は
実
現
し
て
い
な
い
、
と

も
指
摘
し
て
い
る
（
同
氏
『
唐
代
制
勅
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
、
第
五
章
第
四
節
「
赦
書
日
行
五
百
里
」）。
ま
た
、『
中
国
古
代
の
年
中

行
事

─
第
四
冊　

冬

─
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
で
も
剣
南
西
川
軍
の
報
告
書
は
一
日
約
二
五
〇
里
で
伝
達
さ
れ
、
地
方
か
ら
の
報
告
書

が
一
日
約
一
八
〇
里
の
行
程
で
報
告
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
、
館
駅
が
最
も
整
備
さ
れ
た
長
安
─
洛
陽
間
で
は
駅
伝
を
用
い
れ
ば
「
赦
書
日
行

五
百
里
」
も
可
能
で
あ
っ
た
、
等
と
再
説
し
て
い
る
。

　

以
上
は
公
文
書
や
赦
書
の
伝
達
と
い
う
例
で
あ
る
が
、
一
日
百
キ
ロ
程
度
の
行
程
は
実
現
不
可
能
で
な
い
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
新
発
見
の
北
宋

天
聖
令
・
厩
牧
令
復
原
第
四
一
條
に
は
「
諸
乘
傳
日
四
驛
、
乘
驛
日
六
驛
」
と
あ
り
、
同
じ
く
不
行
唐
令
・
厩
牧
令
第
三
二
條
に
は
「
諸
道
須
置
驛

者
、
毎
三
十
里
置
一
驛
」
と
あ
っ
て
（
天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組
『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
考
証
附

唐
令
復
原
研
究
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）、
伝
馬
を
利
用
す
れ
ば
一
日
四
駅
で
あ
る
が
、
駅
馬
で
あ
れ
ば
一
日
六
駅
の
行
程
で
、
出
発
点
の
駅

を
勘
定
に
入
れ
な
け
れ
ば
六
駅
で
一
八
〇
里
、
即
ち
九
〇
キ
ロ
行
く
の
が
常
態
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
唐
会
要
』
巻
四
一
・
左
降
官
及

流
人
の
天
宝
五
載
（
七
四
六
）
七
月
六
日
の
勅
に
は
「
自
今
以
後
、
左
降
官
量
状
稍
重
者
、
日
馳
十
驛
以
上
赴
任
」
と
あ
り
、
や
や
重
い
左
遷
の
処
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分
を
受
け
た
官
僚
に
は
一
日
十
駅
以
上
の
移
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
出
発
点
の
駅
を
勘
定
に
入
れ
な
け
れ
ば
移
動
距
離
三
百
里
以
上
と

な
り
、
左
遷
の
官
僚
で
は
一
日
一
五
〇
キ
ロ
以
上
の
移
動
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
遣
唐
使
の
よ
う
な
異
民
族
の
使
者
に

対
す
る
接
遇
と
し
て
相
応
し
い
か
否
か
は
別
と
し
て
、
唐
代
に
は
一
日
一
二
四
キ
ロ
以
上
の
移
動
は
実
現
可
能
な
距
離
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
越

州
─
長
安
間
三
七
二
〇
里
を
一
五
日
で
踏
破
す
る
こ
と
に
な
る
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
「
伊
吉
博
徳
書
」
の
記
録
を
尊
重
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、『
続
日
本
紀
』
光
仁
天
皇
・
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
一
〇
月
二
三
日
乙
未
條
の
小
野
朝
臣
滋
野
の
第
一
六
次
遣
唐
使
の
報
告
で
は
、
こ
の

遣
唐
使
は
前
年
の
八
月
二
九
日
に
揚
州
に
至
り
、
一
〇
月
一
五
日
に
八
五
人
で
揚
州
を
発
っ
て
長
安
を
目
指
し
た
が
、
百
餘
里
行
っ
た
と
こ
ろ
で

二
〇
人
に
制
限
さ
れ
、
結
局
四
三
人
で
長
安
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
正
月
三
日
ま
た
は
一
三
日
に
長
安
に
著
い
て
い
る
の
で
、
日
程
に
は
余
裕
が

あ
っ
た
が
、
出
発
し
た
の
は
揚
州
に
著
い
て
か
ら
一
箇
月
半
後
で
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
後
紀
』
桓
武
天
皇
・
延
暦
二
四
年
（
八
〇
五
）
六
月
八
日

乙
巳
條
の
藤
原
葛
野
麻
呂
の
上
奏
で
は
、
第
一
八
次
遣
唐
使
は
前
年
の
一
〇
月
三
日
に
福
州
城
に
著
き
、
一
一
月
三
日
に
上
都
（
長
安
）
に
出
発
し

て
い
る
の
で
、
福
州
に
は
丁
度
一
箇
月
間
滞
在
し
て
い
る
。
な
お
、
葛
野
麻
呂
の
上
奏
で
は
、
福
州
─
長
安
間
は
七
五
二
〇
里
で
あ
る
が
、
昼
夜
兼

行
で
進
ん
で
一
二
月
二
一
日
に
長
安
の
長
楽
駅
に
著
い
て
い
る
。
こ
れ
は
四
九
日
間
で
、
一
日
平
均
一
五
三
里
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
前
の

第
一
六
次
遣
唐
使
の
小
野
滋
野
の
報
告
の
中
に
は
「
屬
祿
山
亂
常
、
館
驛
彫
弊
」
と
あ
り
、
安
史
の
乱
後
に
は
駅
制
は
衰
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
の
距
離
の
移
動
は
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
金
澤
氏
の
指
摘
の
う
ち
、
越
州
城
に
一
箇
月
ほ
ど
留
め
置
か
れ
た
こ
と
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
第
一
六
次
遣
唐
使
・
第
一
八
次
遣
唐
使

の
例
か
ら
見
れ
ば
特
に
異
と
す
べ
き
と
こ
ろ
は
な
い
。
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
拠
れ
ば
、
開
成
三
年
（
八
三
八
）
八
月
一
日
に
第
一
九

次
遣
唐
使
の
大
使
藤
原
常
嗣
は
揚
州
で
淮
南
節
度
使
李
徳
裕
に
面
会
し
て
い
る
が
、
そ
の
入
京
が
指
示
さ
れ
た
の
は
九
月
二
〇
日
、
実
際
に
出
発
し

た
の
は
一
〇
月
五
日
で
あ
っ
て
、
揚
州
に
二
箇
月
滞
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
長
安
の
武
宗
の
詔
を
待
つ
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
で
、
同
様
に
長

安
か
ら
の
指
示
を
待
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
第
四
次
遣
唐
使
が
一
箇
月
間
越
州
城
に
留
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
説
明
が
つ
く
。
ま
た
、
高
宗
自
身

が
長
安
か
ら
洛
陽
に
向
け
て
出
発
し
た
の
は
閏
一
〇
月
五
日
で
、
そ
の
前
の
閏
一
〇
月
一
日
に
伊
吉
博
德
等
は
越
州
を
出
発
し
て
い
る
の
で
、
唐
側

が
初
め
か
ら
洛
陽
入
り
を
彼
等
に
指
示
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
彼
等
は
駅
馬
で
長
安
入
り
し
て
お
り
、
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
駅
制
が

整
備
、
維
持
さ
れ
て
い
た
唐
初
に
は
、
強
行
軍
で
は
あ
る
が
駅
馬
を
用
い
て
一
日
百
キ
ロ
以
上
の
移
動
は
可
能
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
差
し
支
え
な

い
で
あ
ろ
う
。




